










































の研究部門と並んで心理学部門が設けぢれており,部長はドー ・ロン (Do Long)である。したが
って,心理学関係の論文も,同研究所発行の研究雑誌「チェットホック」(Triot hOc,哲学)に掲載
されている(。。
























1. ShOrt‐Term Memory in Patients with Left(Dominant)FrOntal Lbbe Lesions.
Psyttοテ昭力,1974,17,186‐192.
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第23巻
2. View of Soviet Psychologists on Beha?orism.Pッσヵο′9ξ力,1976,19,163-172.
3. 3HaЧeHИe PaHHИx Pa6oT Л . G. BЫ
「
oTcКoro ДЛЯ Pa8BИT Я GoBeTcltoЙ ΠcИxoIOrИИ .
BECTH.MOCK.YH―TA.CEP.口CИXOЛO「ИЯ.1977, N3, 11‐20。
(ソビエ ト心理学の発展に対するヴィゴツキーの初期の著作の意義,モスクワ大学通報,
〈心理学〉,1977,No3,11-20)なお, この論文は PaД8ИXOBCЦИЙ,Л.A との共著である。
4. CyДЬ6Ы БИxeBИopИ3Ma : COЦИaЛЬHЫЙ BИxeBИopM8M CКИHopa. 】 ο7rpοc, Ic″″ο力οr/〃
1977,」照2,73‐82.
(行動主義の運命:スキナーの社会行動主義,心理学の諸問題,1977,No2,73-82)
5。 Zur Frage des Gegenttandes der Marxistischen Psychologie.In A,Kossakowski(Herg.)





























































































































1925年Co3HaHИe raК■po6ェeMa HcИxo】0「ИИ HOBeДeHИЯ.(行動の心理学の問題としての意識)
192526年ИcTopИЧecКИЙ cMHcЛ HcИXOЛOrИЧeoКo「o КpИ3ИCa.lb理学の危機の歴史的意義)
これらの論文の中で,ヴィゴッキーは,心理学が当面する危機から脱出するためには,人間の意
識の問題を行動の心理学の中心問題とすべきことを提唱した。「意識は,行動 (口oBeネ。HИe)の構造




























































































































































































































ぃ       が岩名泰得 (編訳)「ベ トナム革命とマルクス主義哲学」青木書店,1976に紹介されている。
13)岩崎允胤,島田豊,芝田進午 「ベ トナムとの学術交流について」 唯物論研究, 2号,P143-146,1980
.    (4)岩名 (編訳)前掲書 「ベ トナム哲学の現状と課題」
生    (5)参考のために住所を記しておく。The Social Sctence Committee,27 Tran Xuan SOan,Hanoi,Socialist














































ファム・ ミン|ハク 「行動心理学における人間のFFIg題と現代心理学の方法論の建設」 11ュ1975
ハ ・ー ヴィー 「児童の活動と心理的発達J 14号,1976
フアム・ ミン・ハク 「スキナーの心理学といわゆるアメリカ的自由精神の崩壊J 15号,1976ファム・ホアン・ザー 「ぶたたび人格の問題について」 16号,1977                        ↓
ファム・ミン●ハク 「行動心理学か,活動の心理学か」 17号,1977
ファム・ホァン・ザー 「『人格』概念について,ならびに外部からョントロールされうる人格の構成要因と      科
しての社会的評価について」 21号,1978
,ファム・ミン・ハタ 「マルクス主義心理学の1対象につと―ヽて」 23号,1978
ハ ・ーブィー 「児童の学習活動における認識過程」 21号,197り











「活動と意識と大格」明治図書.19801を利用させていただいた。                        こ
(昭和56年51月15日受理)
IB
警|
